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制し､アクチン線維の形成を阻害 した｡結論として､シンパスタチンは IPAH 患者由来
pASMCにおいてPDGFによる異常なシグナル伝達を抑制した｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
特発性肺動脈性肺高血圧 (IPAH)は､肺細動脈の閉塞につながる肺動脈平滑筋細胞
(PASMC)の異常な増殖を特徴とした進行性の疾患であり､血小板由来増殖因子
(PDGF)のシグナル伝達の抑制は､IPAH治療の標的として注目され始めている｡
本研究は､6例の肺移植患者から得たPASMCにおいてPDGFにより誘発される細
胞増殖および細胞遊走に対するHMG･CoA還元酵素阻害剤 ･シンパスタチンの抑制効 .
黒を評価したものであり､シンパスタチンはIPAH患者由来PASMCにおいてPDGF
による異常なシグナル伝達を抑制することを初めて証明した｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
